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「これまでの防災研究の成果」 

⇒自分の住む地域が今後30・50年以内に震度６弱や５弱以上の

揺れに見舞われる確率などが表示されるほか、活断層の位置
を地図上に表示し、身近にある潜在的な危険を確認できる。 

 

⇒自らの生命と財産を守るための重要な情報であるが、地震防災
情報の一般公開は、全国的に整備が遅れていた。地震動予測
地図は全国の情報を一般公開することで地震調査研究と災害
軽減に大きく役立つものである。 

ア：これまでの成果 

地震調査研究推進本部地震調査委員会から全国を
概観した地震動予測地図が作成、公表された。 
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見たことあります
か！？ 

３０年以内に震度６弱以上 
の揺れに見舞われる確率 

株式会社危機管理教育研究所 

東京都を見てみましょう… 

「地震動予測地図」の認知度 

防災の講演会では必ず地震動予測地図を紹介し、 

見たことがあるか質問している。 
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⇒「見たことがある」という挙手がほとんどない 

 「地震本部の存在」も知られていない 

 どのような地震調査研究をしているのか知らない 

 

⇒次回の講演はその箇所を割愛してほしいとの要望 

「市民対象に難しい話をされても理解できないから
身近でできる具体的な対策の話を！」の声。 

イ：現状と課題 

周知・広報の問題か、防災意識の低さによる問題か？ 
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「地震動予測地図」の理解度 

「この地図で何を伝えようとしているのか」 
    地図の読み方がわかりにくい 

確 率 論 的 地 震 動 予 測 地 図 で の カ テ ゴ リ            
（カテゴリーⅠ、カテゴリーⅡ、カテゴリーⅢ）がわかりにくい。 

海溝型地震という単語も一般の人には分からない。 
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⇒「地震動予測地図」というタイトルから 

 何を伝える地図なのかわかりにくい 

⇒児童・生徒から質問を受けたとき答えられないこ
とが出てきそうなので手をつけにくい。 

⇒色の境目の部分はどのように伝えたら良いか分か
らない。地図で示されるより、テキストベースの
方が良い。（そのまま、読み上げて伝えることが
出来るので） 

教育現場では 

地震動予測地図を読み解くには専門知識が必要なの
で、敬遠されがち。 
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「地震動予測地図」の必要度 

⇒日本地図も都道府県別の評価もいらない。 

 ピンポイントで自宅の周辺の評価を知りたい 

 

⇒利用者は誰か。その利用者（研究者・自治体・技
術者・一般市民）のニーズにあった情報を出せて
いるか。情報が建築防災や建物の耐震設計等に活
用されていないことからも、民間・企業に十分に
活かされていない。 

誰が必要としているのか  

この地図がないことで誰がどのように困るのか 
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「地震動予測地図」の周知 

⇒学校では 

 教科書の背（裏）表紙 学校の掲示版、父兄へのお便り 
 

⇒地域では 

 回覧板（防災の日に） 自治体が発行するさまざまなパン
フレットや小冊子の背（裏）表紙 防災講演会のチラシ 

⇒その他 

 メールの署名欄に紹介文とＵＲＬを記載する  

とにもかくにも、目に触れる多くの機会を創出する 

ウ：課題解決に向けて 

よくわからないけど、いつも目にする。「日本居住者なら一度は見
たことがある」を目指す。 
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ＵＲＬを開いたその先は…. 
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Ｊ－ＳＨＩＳのリンクを開いたその先は…. 
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• 「全国地震動予測地図で検索すると専門的なページが
出てきてしまう。まずテキストが出てくるトップページで、
すでに見たくない。」 

• 「関心が高くないと、目的の情報にたどり着くのが辛くな
る」 

• 「J-SHIS はどこに知りたい情報があるのかが分からな
い専門家向けのＷＥＢサイトだと思う」 

• 一般の人にとって、全国地図はいらない。一点のみ知
りたい。自宅の住所を入力すればテキスト形式のデー
タが出てくるようにしてほしい。 

• 研究成果を一般の人に伝えるのに確率論的地図で表
現している趣旨が理解できない。かえってわかりにくい。 

ＷＥＢサイトの作り方に問題？ 
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「これからの成果の普及のあり方」 

ア：新しい視点で普及を考える 

『わが国の地震調査研究を国民にしっかり伝えよう』 
 ⇒ひとつひとつのプロジェクトを丁寧に紹介する 

  （どの組織が何をわかろうとしてどのような調査研究を 

  どこでどのくらいの期間しているのか だれがどのよう 

  な思いで挑戦しているのか） 
 

『大人も子どもも見ていて楽しい、わくわくする科学技術を、
感動を国民に伝えたい』 

例：世界に誇る日本の最先端の科学技術（ちきゅうやＥディフェン
スなど）や日々の地道な調査の積み重ねによって地震動予測地
図ができるまでのドキュメンタリー映像を作成する。作り込みイメー
ジはプロジェクトＸ！！ 
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「調査研究のプロセスを見える化する」 

成果も大切だがプロセスを重んじた普及の推進を 

独立行政法人海洋研究開発機構では 
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「調査研究のプロセスを見える化する」 

子供向け冊子「子ども科学技術白書」 
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